
＼デジタル技術の活用とデジタル田園都市国家構想に係る
取組の推進を目指して／

令和6年度第1回
大船渡市デジタル創生研究
プロジェクト・チーム会議

5/22(水) 13:30〜



＼ 次 第 ／
１ 開 会
２ 部⻑あいさつ
３ 新メンバーの紹介
４ 内 容
(1)磯崎 デジタル推進アドバイザーから
(2)令和6年度の取組概要について
(3)グループワーク
(4)その他
▶次回会議予定 6/25(火) 10:00〜@地階大会議室

５ 閉 会



プロジェクト・チームによる成果
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・令和4年9月20⽇に初会合、その後、令和5年度末までに三つの班（Well-being
班、Sustainability班、Innovation班）で計22回の会議のほか、外部団体との意
⾒交換や先進地視察、オンラインセミナーの受講等を多数実施。

・プロジェクト・チームによる研究成果をベースとして、次のプロジェクトの実
装・事業化が実現。このほか、一部、研究継続中。

①書かない窓口

R4/12 ・研究成果として「おおふなと版窓口改
革（案）」の発表、庁内共有

R5/4
・デジ田交付⾦の交付決定
・関係課による庁内検討開始（各課で仕
様検討〜契約など）

R6/2 ・窓口環境の改善（ローカウンターの導
⼊、窓口サイン表⽰の更新）

R6/3
・書かない×ワンストップ窓口運用開始
（総合窓口支援システム、番号札発券
機、キャッシュレス対応POSレジ、デ
ジタル庁舎案内板）

②⾏かない窓口

R5/11 ・研究成果として「おおふなと版窓口
DX(⾏かない窓口)」の発表、庁内共有

R6/1 ・デジ田交付⾦に係る内閣府との事前相
談〜交付申請

R6/4 ・デジ田交付⾦の交付決定

R6/6 ・6月補正予算計上
・関係課との庁内検討開始 ※予定



プロジェクト・チーム発足後の約2年間の動き①／人口の動向

・国⽴社会保障・⼈口問題研究所による⼈口推計では、34,728人(R2)であったの
が、R32には19,269人まで減少（△15,459人、△44.5%）、同じく⽣産年齢
⼈口は18,199⼈→8,191⼈に、約1万⼈減少する⾒込み。

・⼈口戦略会議は、当市を含む県内26市町村を「消滅可能性自治体」として公表。
➡「消滅」＝⼈口減少が進み、⾃治体運営が⽴ち
ゆかなくなる状況。

4「⽇本の地域別将来推計⼈口(令和5年推計)」(社⼈研、令和5年12月公表)

34,728⼈

19,269⼈



プロジェクト・チーム発足後の約2年間の動き②／外から向けられる目

・プロジェクト・チームの継続した活動が市内外に知られるようになり、先進地視
察の受⼊れ（東松島市）を⾏ったほか、市内の経済団体（商⼯会議所⻘年部＝若
⼿経営者等）からの申し出により、意⾒交換を実施。
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プロジェクト・チームが目指すところ①／大船渡市のDXの現在地︕
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プロジェクト・チームが目指すところ②／DとXの先導役〜加速へ︕
・⾏政経営⽅針に記載しているとおり、⾏政改⾰、⾏政評価、事務事業等の⾒直しといっ

たことに取り組んでいるが、社会の変化速度に対応するためには、⾏政“変革”が必要。
・そのため、改⾰・改善が⽇常にある組織風土をつくることはもちろん、⽣産性やウェルビ
ーイングの向上を⾒据え、職員視点でのトランスフォーメーション（X）の水平展開が必須。

・DとXは両輪で進める必要があり、とりわ
け”X”の実践が⽇常化する組織へと進化
し、社会の変化を的確に捉えていく必
要︕

・皆さんの取組が各部署で知られることで、
“X”が広く組織全体に拡散することを期
待➡市役所全体の⽣産性向上＋職員のウ
ェルビーイングの向上に発展︕

Xの日常化
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〔現状〕
・DXの認知・理解が進みつつある状況だが、
D＞Xという、デジタル側に偏った認識や、
デジタル技術を目的化する風潮。



令和6年度デジタル創生研究プロジェクト・チーム会議の開催予定
・今年度のプロジェクト・チームの開催日程は次のとおり。

日程 開始時刻 場所
第1回 5/22（水） 13:30 地階大会議室
第2回 6/25（火） 10:00 地階大会議室
第3回 7/19（⾦） 13:30 地階大会議室
第4回 8/21（水） 10:00 地階大会議室
第5回 9/25（水） 10:00 地階大会議室
第6回 10/24（木） 13:30 地階大会議室
第7回 11/21（木） 13:30 地階大会議室
第8回 12/26（木） 13:30 地階大会議室
第9回 1/22（水） 10:00 地階大会議室

第10回 2/12（水） 10:00 地階大会議室
第11回 3/14（⾦） 10:00 地階大会議室

・先進地視察として、関東エリア（8人×2か所）、東北エリア（8人×1か所）を
予定。皆さん1回ずつは参加してもらい、先進事例に触れる機会とするもの。

➡具体的な視察先は今後検討。今年度上半期中の視察を予定。 8

成果発表会︕
マスコミを入れ、市
幹部職員向けに
研究成果を発表。



〔参考〕ワンストップ業務導入に関するロードマップ
○ライフイベントを対象としたワンストップ化へ
・ワンストップ業務導⼊に関するロードマップは下表のとおり。
・令和6年度から、ライフイベント（死亡・転出・転入・転居・出生・婚姻・離

婚）を対象としたワンストップ業務を導入予定。
➡関係各課に対し、令和5年度に調査した内容を基に、別途、対象とする業務内容

等を照会。
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〔参考〕令和6年度の導入スケジュール概要
・令和6年度の導入スケジュール概要は次のとおり。
・ワンストップ業務の拡大は、1月稼働を目標に取組を推進。
・p10の「ワンストップ業務導⼊に関するロードマップ」を基本としつつも、利用

者目線での窓口の実現、職員の負担の軽減（⼿続き別の案内窓口の誘導を極⼒
シンプルにすることなど）を図る観点から、可能な限り前倒しして、令和6年度
の運用開始を目指す。

・進捗状況等はPT会議で共有予定。
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令和6年度

4〜6月 7〜9月 10〜12月 1〜3月

ワンストップ業務に
係る各課再照会
システム構築・検証
等 ※事業者

窓口DX関係課⻑会議、
同担当者会議ほか

職員向け研修・ロー
ルプレイ

ワンストップ業務の
拡大＝稼働

稼働︕

※課⻑会議等は進捗に応じて随時

担当者会議や個別ヒアリング等を予定

研修

ロールプレイ
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・「書かない×ワンストップ窓口」のその先にある、オンラインで⼿続が完結する
“⾏かない窓口”の実現を目指し、令和6年度、LINEを⼊口としてその機能拡充
を図るとともに、市ホームページと市公共施設予約システムをリニューアル、
それぞれの機能連携による利便性向上を促進。

・進捗状況等はPT会議で共有予定。

〔参考〕⾏かない窓口(LINE、市HP、公共施設予約システム)



デジタル創生研究プロジェクト・チームの活動は︖

〔プロジェクト・チーム規程〕
（プロジェクト・チーム）
第２条 市の⾏政に関する重要な事項で、大船渡市⾏政組織規則

（平成11年大船渡市規則第７号）の現⾏の組織で処理することが
適当でないと認められる事務であつて、短期間に解決することを
要するものの企画、調査又は研究を⾏わせるため、プロジエク
ト・チームを置くことができる。

（組織）
第４条 プロジエクト・チームは、プロジエクト・チームの総括者

としての班⻑及び班⻑以外の職員（以下「構成員」と
いう。）をもつて構成するものとする。
４ 班⻑及び構成員は、現所属のままでプロジエクト・チームの事務

に専ら従事するものとする。ただし、班⻑が認めた者は、専ら従
事することを要しない。

（関係課の協⼒依頼）
第８条 プロジエクト・チームの事務に関係のある課等は、当該プ

ロジエクト・チームの運営に積極的に協⼒しなければならない。
（権限）
第９条
２ プロジエクト・チームの事務に専ら従事しない構成員について

も、班⻑は当該構成員の現所属⻑と協議し、必要に応じ当該プロ
ジエクト・チームの事務に関し、当該構成員に対して時間外勤務、
休⽇勤務及び旅⾏を命ずることができる。

▷市の⾏政に関する重要な事項を短期間に解決する
ことを要する︕

→慎重かつ大胆に進めつつも、スピード勝負︕
▷業務として⾏うことが大前提
→任意のグループや勉強会とは異なる︕
→時間外勤務を⾏う場合には、デジタル戦略課で処

理するので副班⻑の及川係⻑まで連絡を︕（例︓
選挙事務と同様の取扱）

→PT業務で時間外勤務を⾏う場合に、トランスフォ
ーメーションできていないやり⽅はそぐわないの
で、ごくごく簡素化︕Slack or Logoチャットで
OK︕

▷組織からの任命・指名ではないので、所属する組
織の考えに沿うのではなく、メンバーそれぞれの
発案

→よって、自由なアイディア出しをお願いしま
す︕

つまり、プロジェクト・チームの活動は…

〔デジタル創生研究プロジェクト・チーム設置要綱〕
（設置）
第１条 地域課題の解決に向けたデジタル技術の活用及びデジタル

田園都市国家構想に係る取組の推進に寄与するため、…プロジェ
クト・チームを設置する。

２ 研究プロジェクト・チームは、プロジェクト・チーム規程第２
条に規定するプロジェクト・チームとする。
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